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南越前町児童館交流会
〜ミニ運動会〜

　６月２日　町内の４つの児童
館が一堂に集い、児童館交流会
が開催されました。
　今年度はそれぞれの地区の児
童館を利用している児童が混
合チームを結成して様々な競
技に挑むミニ運動会を行いま
した。
　競技内容は、児童館ならでは
の遊びを工夫した競技ばかり
で、子ども達は普段とは違う種
目に戸惑いながらもチーム内で
協力しながら最後までがんばっ
ていました。

「玉入れ」ではなく「玉入
・ ・ ・ ・ ・ ・

れさせない」競技の様子

思い思いの絵を描いている様子

〜「ふわふわひこうき」作り〜
　午後からは、「ふわふわひ
こうき」を製作しました。ビ
ニール袋にそれぞれの絵を描
き、ふくらませては他の児童
館の友達と飛んだ距離を競う
などして親睦を深めました。
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こ
の
度
、
前
期
に
引
続
き
社
協
の
会
長
職
を
賜
り
改

め
て
与
え
ら
れ
た
使
命
と
責
任
の
大
き
さ
を
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
南
越
前
町
の
地
域
福
祉
の

た
め
微
弱
な
が
ら
、
皆
さ
ま
方
と
一
緒
に
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
ご
周
知
の
よ
う
に
我
が
国
は
少
子
高
齢
化
と

核
家
族
化
の
進
行
で
社
会
構
造
の
変
化
を
背
景
に
深
刻

な
社
会
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
昨
今
の
経
済
情

勢
の
も
と
で
、
住
民
の
安
心
・
安
全
・
自
立
生
活
は
困

難
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
で
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
絆
を
改
め
て
見
直
し
、

地
域
で
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
社
協
で
は
身

近
な
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
住
民
か
ら
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
身
近
な
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
相
談
・
訪
問
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、

在
宅
生
活
の
支
援
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
地
域
福
祉

推
進
の
理
解
を
図
る
た
め
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
協
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
、
住
民
の
福
祉
活
動
へ
の
参
加
を
広
く

進
め
る
と
と
も
に
、
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
を

行
って
お
り
ま
す
。

　

２４
年
度
か
ら
は
新
た
に
今
庄
地
区
と
河
野
地
区
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び
河
野
地
区
で
は
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
町
か
ら
の
委
託
を
受
け
開
設

い
た
し
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
住
民
ニ
ー
ズ

に
広
く
応
え
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
従

来
、
町
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
り
ま
し
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
自
主
運
営
す
る
こ
と
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
を
図
り
、
ご
利
用
者
の
在
宅

生
活
の
自
立
支
援
を
目
的
に
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
内
の
４
つ
の
児
童
館
で
は
、
地
域
の
す
べ
て
の
子
ど

も
達
の
健
全
な
遊
び
を
通
じ
、
生
活
の
援
助
を
目
的
と

し
た
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心

身
の
健
康
や
情
操
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
様
々
な
活
動

を
行
って
い
ま
す
。

　

昨
年
、
発
生
い
た
し
ま
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
か

ら
一
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
な
お
、
生
活
再
建

に
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
は
原
発
近
接
地
で
あ
り
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
も
日
常
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
や
人
々
の
つ
な
が
り
、
絆
の
大

切
さ
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、多
く
の
人
々
が
地
域
の「
福

祉
力
」の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

社
協
は
社
会
福
祉
法
に
よ
り
、
地
域
福
祉
活
動
を
実

践
す
る
、
と
て
も
公
共
性
の
高
い
民
間
団
体
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
運
営
に
は
住
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
会
費
や
寄
付
金
が
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
、
行
政
か
ら
の
補
助
金
や
事
業
委
託
金
な

ど
も
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
参
加
、
そ
し
て
お
力
添
え

を
賜
り
な
が
ら
共
助
社
会
の
実
現
に
向
け
、
地
域
福
祉

活
動
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
全
国
一
斉
に
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

南
越
前
町
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
地
域
で
も
多

種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

上
で
、
と
て
も
貴
重
な
財
源
と
な
って

い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
町
民
の
皆
様
の
あ
た

た
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。

南
越
前
町
共
同
募
金
委
員
会
よ
り

　
　
　
　
　
　

南
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
齋
藤 

市
左
衞
門

誰
も
が
安
心
し
て

　

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

各
地
区
の
区
長
様
を
通
じ
て
と
り
ま
と
め
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
費　

３
、１
８
３
件　

１
、５
７
２
、５
０
０
円

　

賛
助
会
費　
　

 　

４
０
件　

   

１
５
１
、０
０
０
円

　

社
協
の
活
動
に
特
別
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所

様
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
賛
助
会
費　

   

３
社　
　
　

 

２
５
、０
０
０
円　

大
和
建
設
株
式
会
社
様

は
す
工
房
花
里
音
様

ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
高
岡
様

　

こ
の
会
費
は
、
社
協
運
営
に
か
か
る
事
業
費
、
地
域
福

祉
推
進
の
た
め
の
事
業
費
等
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た
各
地
区
の
区
長
様
、
納
入

下
さ
い
ま
し
た
地
域
の
皆
様
・
事
業
所
の
方
々
の
あ
た
た

か
い
ご
理
解
、
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２４
年
度
　
社
協
会
費
・
特
別
賛
助
会
費
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
２４
年
9
月
14
日
現
在
）



　

去
る
5
月
29
日
に
行
わ
れ
た
理
事
会
、
5
月
30
日

に
行
わ
れ
た
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の

事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
に
つ
い
て
承
認
を
受
け

ま
し
た
。
決
算
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
南
条
本
所
に
て
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※事業費には当期末支払資金残高が含まれています。
※円グラフの割合（比率）は小数点 第2位で四捨五入しています。

南
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
報
告
・
決
算
報
告

支出
183,574千円

収入
183,574千円

会費 0.9％

法人運営事業
23.0％

地域ふれあい
サロン事業
0.8%

配食サービス
事業  0.5%

福祉総合相談
事業　0.2%

居宅介護
支援事業　
10.7%

居宅介護
支援事業　
10.7%

共募助成金
1.7%
共募助成金
1.7%

ホーム
ヘルプ事業
13.1％

障害者自立
支援事業
0.1％

障害者自立
支援事業
0.1％ ボランティア

センター活動
事業 0.3%デイサービス

事業 30.5％

児童館
運営事業
14.5％

軽度生活援助
事業 0.0％

福祉スポーツ
大会開催事業
0.0％

生活福祉資金
貸付事業 0.3％

基金運営事業 0.6%

日常生活自立
支援事業 0.2%

配食ボランティア活動事業 0.7%
包括サブセンター整備事業 2.6%

人材育成事業 0.2%
寄付金 0.4％

補助金
19.0％

自立支援費
0.1％

助成金
0.2
％

受託金
59.7％

事業収入
0.8％

共募助成金
　　1.7％

負担金 0.1％ 介護保険
7.6％
介護保険
7.6％

経理区分間繰入金 3.3％

雑収入 0.1％

積立預金取崩収入0.1％

施設整備等補助金 2.9％

前年度繰越金 3.1％

決　算

福祉循環バス運行事業特別会計資金収支計算書
　　　　　　　　　　　平成 24 年 3 月 31 日現在 単位 : 円

経理区分 収入額 支出額 当期資金
収支差額

前期末支払
資金残高

当期末支払
資金残高

福祉循環バス
運行事業 4,884 2,347,124 −2,342,240 18,054,385 15,712,145

福祉循環バス運行事業特別会計貸借対照表
　　　　　　　　　　　平成 24 年 3 月 31 日現在 単位 : 円

資　産　の　部 負　債　の　部
流動資産 15,936,038 流動負債 223,893

預貯金 15,936,038 未払金 223,893
固定資産 10,695,214 固定負債 0
　その他の固定資産 10,695,214 負債の部合計 223,893

建物 10,502,087 純 資 産 の 部
車両運搬具 193,127 次期繰越活動収支差額 26,407,359

純資産の部合計 26,407,359
資産の部合計 26,631,252 負債及び純資産の部合計 26,631,252

平成 23 年度

単位 : 千円
会費収入 1,737
寄附金収入 768
自立支援費収入 186
補助金収入 34,966
助成金収入 384
受託金収入 109,673
事業収入 1,378
共募助成金収入 3,147
負担金収入 160
介護保険収入 13,871
雑収入 58
積立預金取崩収入 85
経理区分間繰入金収入 6,141
施設整備等補助金収入 5,290
前年度繰越金 5,730
収　入　合　計 183,574

法人運営事業 42,171
地域ふれあいサロン事業 1,522
配食サービス事業 961
ボランティアセンター活動事業 510
福祉総合相談事業 420
居宅介護支援事業 19,614
共同募金助成金事業 3,147
ホームヘルプ事業 23,958
デイサービス事業 56,079
障害者自立支援事業 189

児童館運営事業 26,624
軽度生活援助事業 48
福祉スポーツ大会開催事業 89
生活福祉資金貸付事業 553
基金運営事業 1,032
日常生活自立支援事業 345
配食ボランティア活動事業 1,310
包括サブセンター整備事業 4,725
人材育成事業 277
支　出　合　計 183,574

単位 : 千円

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
ご
案
内

（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）　

一般会計貸借対照表
　　　　　　　　　　　　　平成 24 年 3 月 31 日現在 単位 : 円

資　産　の　部 負　債　の　部
流動資産 30,633,649 流動負債 18,373,778

預貯金 14,991,348 未払金 11,842,529
資質向上事業預金 393,460 未返還金 5,112,595
未収金 15,248,841 預り金 1,418,654

固定資産 84,116,109 固定負債 21,415,685
　基本財産 3,000,000 退職給与引当金 21,415,685

基本財産特定預金 3,000,000 負債の部合計 39,789,463
　その他の固定資産 81,116,109 純資産の部

車両運搬具 1,604,470 　基本金 3,000,000
器具及び備品 3,829,153 　社会福祉基金 43,026,286
ソフトウエア 3,760,494 　国庫補助金等特別積立金 1,219,167
車両購入積立預金 7,480,021 　車両購入積立金 7,480,021
社会福祉基金積立預金 43,026,286 　次期繰越活動収支差額 20,234,821
退職金積立預金 21,415,685 純資産の部合計 74,960,295
資産の部合計 114,749,758 負債及び純資産の部合計 114,749,758
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７
月
１
日
に
南
条
小
学
校
で
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
町
内
福
祉
団
体
会
員
が
相
集
い
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康
増
進
と
融
和
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

が
ん
ば
っ
た
！

福
祉
団
体
連
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

 

優
勝  

ひ
ま
わ
り
会
・
花
里
音

 

２
位  

赤
十
字
奉
仕
団

 

３
位  

身
体
障
害
者
連
合
会

　

認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
に
よ
り
判
断
能
力
が

低
下
し
た
方
に
対
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
専
門
員
や
生
活

支
援
員
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭

管
理
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

《
主
な
支
援
内
容
》

１　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
相

談
、
申
込
み
の
代
行
を
行
い
ま
す
。

２　

役
場
な
ど
か
ら
の
書
類
の
確
認
や
郵
便
物
の
確
認
、
ま

た
そ
れ
ら
に
係
る
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

３　

公
共
料
金
な
ど
を
支
払
う
た
め
の
手
続
き
や
預
貯
金
の

出
し
入
れ
な
ど
の
金
銭
管
理
を
行
い
ま
す
。

４　

普
段
は
出
し
入
れ
し
な
い
よ
う
な
定
期
預
金
通
帳
や
大

切
な
書
類
な
ど
を
金
融
機
関
の
貸
金
庫
で
お
預
か
り
し

ま
す
。
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今
年
も
、
夏
休
み
期
間
中
に
開
催

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
で
、
子

ど
も
達
に「
自
分
に
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
進
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
話
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
早

速
、
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
高
齢
者
の

方
々
の
う
ち
わ
の
絵
付
け
や
、
小
物
入

れ
の
細
か
な
作
業
を
手
伝
う「
ち
ょ
ボ

ラ
」＝（
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
略
）を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
子
ど
も
達
の
持
っ
て
い
る

“
優
し
い
心
”を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。（

内
藤
）

常
勤
職
員
募
集

●
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）１
名

◉
資
　
　
格

　

介
護
支
援
専
門
員
資
格（
有
効
期
間
）

　

普
通
自
動
車
免
許
の
あ
る
方

◉
業
務
内
容

　

今
庄
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お

け
る
介
護
支
援
専
門
員
業
務

◉
賃
　
　
金

　
　
　
　
　
（
月
額
）１
７
０
、０
０
０
円
～

◉
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

8

：

30
～
17

：

30

◉
応
募
期
間　

9
月
26
日（
水
）～

　
　
　
　
　
　

10
月
15
日（
月
）

◉
採
用
期
日　

平
成
25
年
１
月
１
日
～

◉
採
用
試
験　

作
文・面
接
試
験

　
　
　
　

   

（
追
って
、通
知
し
ま
す
）

※
応
募
さ
れ
る
方
は
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）と
資
格
証（
写
）を

南
条
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ・申
込
み
先

　
　

南
条
本
所　

☎
47

−

3
7
6
7

無
料
相
談

◎
無
料
法
律
相
談
　
13
時
～
16
時

（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
）

10
月
9
日（
火
） 

河
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
月
13
日（
火
） 
南
条
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
婦
人
福
祉
協
議
会
に
よ
る

　

結
婚
相
談
（
13
時
～
15
時
）

　

南
条
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　

第
１
、
第
３
水
曜
日
・
第
２
日
曜
日

　

今
庄
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　

第
１
、
第
３
木
曜
日
・
第
２
日
曜
日

　

河
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

第
１
、第
３
木
曜
日

　

ふ
く
し
行
事
予
定

●
南
条
本
所

配
食
サ
ー
ビ
ス

10
月
11
日（
木
）	

Vr.
コ
ス
モ
ス（
配
達
）

11
月
５
日（
月
）	

Vr.
コ
ス
モ
ス（
配
達
）

会
食
サ
ー
ビ
ス

10
月
23
日（
火
）	

ジ
ョ
イ
フ
ル

11
月
15
日（
木
）	

Vr.
民
生
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　

          

協
議
会

●
今
庄
支
所

配
食
サ
ー
ビ
ス

10
月
24
日（
水
）	

Vr.
個
人（
配
達
）

11
月
20
日（
火
）	

Vr.
個
人（
配
達
）　

高
齢
者
料
理
教
室

10
月
10
日（
水
）	

Vr.
し
ゃ
く
な
花

11
月
6
日（
火
）	

Vr.
め
ば
え
会

●
河
野
支
所

配
食
サ
ー
ビ
ス

10
月
17
日（
水
）	

Vr.
赤
十
字
奉
仕
団（
配
達
）

11
月
14
日（
水
）	

Vr.
赤
十
字
奉
仕
団（
配
達
）

F
U
K
U
I

●日　時：	 回収／平成24年11月 7日 ㈬
	 配達／平成24年11月 9日 ㈮
●対象者：	町内にお住まいの身体障害者手帳１級、
	 療育手帳A1をお持ちの方（但し、町が行う高齢者対象の同事業を利用していない方に限ります）

●内　容：	重度の障害をお持ちの方が、衛生的な環境で在宅生活を
	 過ごせるよう布団洗濯を行う事業です。
●利用料：	⑴ 敷布団１枚100円　⑵ 掛布団１枚100円
	 ⑶ 毛　布１枚   50円　※敷布団、掛布団、毛布 各 1枚まで
●ご相談・申込先：南越前町社会福祉協議会  ☎ 47−3767
●申込締切：平成24年 10 月 31日㈬

身体障害者 寝具洗濯サービス事業が行われます

　

平
成
24
年
５
月
15
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で

に
福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
寄
付
の
趣
旨
に
添
い
、
有
効
に
運
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
社
会
福
祉
基
金
へ
】　      

匿
名     

１   

件

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
ヘ
】

　

馬
上
免　
　
　

     　

鈴 

木  

詔 

一
様

　

物　

品　
　
　

        
匿
名     

２   

件

車
輌
購
入
積
立
基
金
へ　

１ 
、０
０
０
、０
０
０
円

今
庄
地
区
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
様

㈱
サ
カ
エ
設
備
様

山
友
建
設
㈱
様

㈱
野
崎
工
務
店
様

山
田
土
木
㈱
様

大
和
建
設
㈱
様

北
村
工
業
㈱
様

 

㈱
小
林
工
務
店
様

歌
門
建
設
㈱
様

岩
崎
建
設
㈱
様

 

㈱
永
野
土
建
様

岡
田
商
事
㈱
様

中
日
本
砂
利
㈱
様

善
意
の
ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


